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平成２３年第２回北海道議会定例会 一般質問 再々質問 

 

年月日  平成２３年６月２８日（火）      

質問者  民主党・道民連合 高橋  亨 議員  

 

質          問 
 

答          弁 
 

一 大間原発の防災計画について 

 再質問を行いましたけれども、知事の真意がなかなかみえ

てまいりません。知事は、最初の質問、再質問に関わってお

答えになりましたけれども、そのお答えを考えていけば、原

発のない都府県の知事となんら変わることのないお話しでは

ないかなと思っております。 

 であれば、私たちは道民にとって知事が原発についてどの

ように考えておられるのかな、真意として伝わってまいりま

せん。心配されているのか、されていないのか、常に国の方

に物申すだけであれば、これはまさしく原発がある自治体の

知事、そして対岸に原発が建設されようとしている心配を毎

日している道南の方々の真意を受け止めていないと思うわけ

でございまして、非常に残念な状況でございます。 

 全ての内容がそのような状況になっていると思っているわ

けです。 

 防災計画の必要性についても、必要に応じとお答えになり

ました。先ほど言ったように対岸には大間町だけではなくて

むつ市、そして、東通村、そして六ヶ所村のことをお話しを

させていただきました。すぐ向かいでございます。 

 そういう状況から、原発も一方では大間で建設をされてお

りますから、それを鑑みてきちっと防災計画を函館道南も含

めてですね、泊周辺と同じように考えていくべきだと思って

おりますけれどもどのように、必要に応じてとはどのように

考えていかれるのか再度お聞きをしたいと思います。 

 

（知事） 

 大間原発の防災計画についてでありますが、国のエネルギ

ー政策を踏まえた大間原発の位置づけを明確にすることなど

、しっかりと説明を行うよう求めてまいっているところであ

ります。 

 大間原発に係る道の防災計画の策定につきましては、その

状況を把握するとともに国の原子力防災指針の見直しの内容

を踏まえ適切に対応してまいる考えであります。 

 

二 震災廃棄物受け入れに対する住民理解について 

 苫小牧での発言でございますけれども、私は先ほど、苫小

牧での発言について、テープおこしをした原稿を入手してい

るとお話をさせていただきました。 

 知事は自らお話になったことですから、知事はそのことを

十分ご存じのはずだと思っております。リップサービスだっ

たのでしょうか。口が滑ったのでしょうか。 

 協力をしなければならないということは、これは私どもも

そのとおりであると思っております。しかし、金曜日の24日

に沖田議員に話されたご答弁と、そして翌日、苫小牧の場面

で話された内容は、まさしく、受け入れに対して、どうして

いくかについて、前向きな形で話をされている。 

 当然、新聞の記事も一紙だけではなく、そして全国紙も一

紙書いているわけでございます。複数の記者がそのように受

け止めておりますし、新聞を見れば、多くの道民が、知事が

そのように発言をしたと受け止めるわけでございます。 

 従って、そうなってくれば、先日、24日の日に沖田議員に

話されたこととは違う内容であると、いわざる得ない。一日

たってすぐ、違うところで、前向きの発言をされることにつ

いて、議会軽視ではないかと、私はお話をしたつもりでござ

います。 

 このことにつきまして、改めて、当然知事はおわかりです

ね。自分で何を話をしたか。もしわからなければ、私のほう

に原稿がございますので、聞いていただければ結構でござい

ますけれども。改めて、そのことについて、お聞きをいたし

たいと思います。 

 

（知事） 

 災害廃棄物の受入についての私の発言についてであります

が、今回の震災による被災地の復旧・復興に協力していくこ

とは、沖田議員と同じ思いであると認識をしており、岩手県

から具体的な要請があった場合には、放射能などのチェック

をしっかりと行うことを前提にしながら、処理可能なものに

ついては、それぞれの市町村や企業の皆様方と十分にご相談

をしながら、適切に対処していくとの考え方のもとに、協力

が求められるであろう状況について申し上げたところであり

ます。 

 今後とも、的確な情報収集に努め、真摯に対処してまいり

たいと考えています。 
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質          問 
 

答          弁 
 

〈指摘〉 

 まず、知事にお話をさせていただきたいのは、本会議であ

れば、もっと議論を深めていきたい。その思いはお互いにあ

るであろうと思っております。 

 何度質問しても、同じ答弁だけを繰り返すことは、これ以

上止めていただきたい、と思っております。 

 それと、自らの発言に対して責任を持つべきであると思い

ます。 

 先ほど、私も言いましたけれども、知事も同じ気持ちであ

ると思います。協力で得きるものは協力をしていきたい。 

 しかし、本会議で発言をされたその答弁の重さと、外に行

って発言をされた問題。知事は公人ですから、公人が公式の

場で話されたことに対して、きちんと責任を持つべきである

と思います。 

 今後、十分気をつけていただけなければならない問題であ

ると思っておりますので、このことを強く申し上げて、私の

発言を終わります。 

 

 


